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主な取組

＊進捗状況：100%:実現、75%:実現に向け実行中、50%:実現に向け計画中、25%:調査中

大分類 取り組みテーマ
テーマに対する
取組内容

進捗
状況

安全安心なまちづくり 防犯対策の推進 ①防犯アイテムの充実 25％

防災・減災体制の拡充 ②防災基盤整備の推進 25％

交通安全の推進と利便性の
高い道路づくり

③交通安全活動の充実
④幹線道路の整備 25％

ひとに優しいまちづくり
子育て支援策の充実 ⑤子ども医療費助成の拡大 25％

安心な医療・福祉の充実
⑥地域医療の充実
⑦地域福祉の充実 25％

ＤＸ推進とデジタル人財の
育成

⑧市民サービスのデジタル化
による利便性の向上 25％

活力あるまちづくり 市民全員がイキイキと活躍
できる環境整備推進

⑨生涯学習活動の充実 25％

ゼロカーボンの推進 ⑩徹底した省エネの推進 50％

文化・スポーツの推進
⑪文化の継承の推進
⑫スポーツ施設の充実 25％



トピックス

くらしの相談対応

【サーフタウン構想住宅開発事業】 田原市サーフタウン構想の重点整備地区である高松町
弥八島地内で、定住・移住者の増加につなげるために、
サーファーが魅力を感じる住宅地の整備が始まりました。

【雑木の枝対応】
田原市高松町、国道42号線から赤羽根文化広場へ向かう市道の道路わきに雑木の枝が伸びており、
車での通行や、すれ違いが危険な個所が8カ所あり、枝木の伐採を行いました。
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対策前

議員活動

【一般質問】 「カーボンニュートラル実現に向けた取り組みについて」

Ｑ、 CO2削減の中間目標達成に向け、どのように取組を進めていくのか。

Ａ、行政が率先して脱炭素に取組むなど、牽引役となり、市民や事業者等を
巻き込みながら地域全体の取組となるよう進めていく。

Ｑ、公共施設における脱炭素にどのように取り組んでいくのか。

Ａ、LED照明や高効率の機器などへの改修で、徹底した省エネに取り組む。また、
太陽光発電設備、ゼロエミッション車の導入なども進めており、避難所指定の
施設への太陽光発電設備及び蓄電池の導入も検討を進める。

Ｑ、どのように市民、事業者を巻き込んでいくのか。

Ａ、意識を高めていただくよう普及啓発を行っている。今年度からは広報たはらにてゼロカーボンの取組を
紹介する連載や、児童クラブ等での出前教室を開始。事業者向けの中小企業脱炭素セミナー等の
実施についても検討を進めている。また、市民の取組を後押しするため、ゼロカーボンシティ推進事業
費補助金制度を創設し支援を行っている。

《今後のスケジュール》
○令和5年9月～ 宅地販売に向けた準備
○令和6年3月～ 販売開始に向けたプレスリリース
○令和6年4月～ 宅地販売開始（25区画）

モデルハウス建築

対策後
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